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1. 英語の国際語化と多様化

英語は現在、政治や経済、スポーツ、文化など様々な分野において国際

コミュニケーションツールとして世界中で使用されている。英語を国際語

の地位に押し上げている要因の 1つに、第 2言語（English as a second lan-

guage(ESL)）としての使用者および外国語（English as a foreign language

(EFL)）としての使用者が他の言語（中国語など）に比べ圧倒的に多いと

いうことがあげられる。Crystal（2003）と Graddol（1997）では英語非母

語話者と英語母語話者の比率を 2：1から 4：1と推計している。

また英語は国際語化だけでなく、多様化も進んでいる点に留意しなけれ

ばならない。Kachru（1985）は多様な英語をその分布や機能に応じて 3つ

のグループに分類したモデルを提案し（図 1）、それぞれのグループを以

下のように説明している。

The Inner Circle refers to the traditional cultural and linguistic bases of English.

The Outer Circle represents the institutionalised non-native varieties (ESL) in

the regions that have passed through extended periods of colonisation...The

Expanding Circle includes the regions where the performance varieties of the

language are used essentially in EFL contexts. (Kachru, 1985, pp. 366-367)
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Outer Circleの英語には、しばしばそれぞれの国や地域で歴史的に確立

されたモデル(institutionalised non-native varieties)があり、以前の英語 variety

の議論は主にこれら Outer Circleで使われている英語に関して行われてい

た。母語話者の使う言語規範からの大きな逸脱は相互理解の妨げになると

し、母語話者英語の正当性を主張する意見（Quirk, 1985など）がある一

方、それぞれの地域で使用されている英語の多様性を認めるべきだとする

意見（Smith, 1976など）もある。近年、Expanding Circleにおける英語使

用者数の増加に伴い、多様性の議論は Expanding Circleの英語使用者の英

語にも広がりを見せており、国際コミュニケーションツールとしての英語

はどうあるべきか様々な研究が行われている。
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2. 国際コミュニケーションツールとしての英語の発音

2-1. 発音指導における目標設定

外国語教育の発音指導では、その目標設定において相反する 2つの考え

方がある。1つは、Levis（2005）が nativeness principleと呼ぶ目標言語の母

語話者のような発音を習得することは可能であり、それを目標にすべきだ

という考え方である。その際、学習者の母語訛りは失くすべきとされる。

もう一方は intelligibility principle （Levis, 2005.）と呼ばれ、基本の考えは

「. . .learners simply need to be understandable.」（Levis, 2005, p. 370）であり、

学習者の母語訛りはコミュニケーションの妨げとならない限り、問題とは

されず発音指導の対象とはされないもしくはその指導の優先順位は低いと

いうものである。

2-2. 発音指導における目標の変遷

英語の国際語化は発音指導にも影響を与えた。ここでは、1950年以降

の欧米の英語（主に ESL）教育を、ⅰ）nativeness principleが主流であった

1950年代、ⅱ）発音指導が軽視された 1960年代-1970年代、ⅲ）intelligi-

bility principle が主流になった 1980 年代以降の�期に大別し（Celce-

Murcia, Brinton & Goodwin, 1996, 大和、2003 など）、それぞれの時代の発

音目標およびその時代の主流教授法を概観していく。
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� 1950年代

この時期の発音指導は、英語母語話者のような正確かつ流暢な発音が目

標とされた。この時期の英語教育の主流であったオーディオリンガル・ア

プローチ（audiolingual approach）では、スピーキング能力とリスニング能

力の向上にまず焦点が置かれ、発音指導は学習の初期の段階から重視され

る。またその際、教師は発音記号などの明示的な言語情報を提供し学習者

の発音習得を助けることが推奨される。

本アプローチの指導法およびその手順は、背景理論である行動主義心理

学と構造主義言語学に基づいている。行動主義心理学に基づき、言語習得

も習慣形成の機械的なプロセスと考え、刺激（i.e. 与えられる目標言語の

情報）と反応（i.e. 与えられた情報に対する学習者の反応）がうまく結び

ついた時に学習が成立し、さらに強化（reinforcement）することで習慣形

成が定着すると考える。また構造主義言語学に基づき、言語体系の差異に

注目する。その結果、本アプローチでの具体的な指導方法は①口頭による

導入、②模倣・暗記、③パターンプラクティス（反復）、④最小対立練習、

⑤理解の確認の�つであり、これらを順番通りに行うことで、必要な基礎

力を身につけるとしている（濱、2017）。

本アプローチはクラスサイズに影響されないなどの利点がある一方、模

倣・反復練習が多く授業が単調で機械的になりがちであることや、発話の

意味に対する意識が不在になりがちなため実際の会話に応用できない可能

性があるといった点が指摘され（伊藤、1976）、長期的なコミュニケーシ

ョン能力の育成には至らないとその人気は低下していった。

� 1960年代-1970年代

1960年代に入ると認知主義アプローチ（cognitive approach）が盛んにな

った。その背景には生成文法関連の研究や、人間の言語活動はオーディオ

リンガル・アプローチが背景理論とした行動主義心理学が唱える「刺激と
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反応」では説明できないとする認知心理学の人気が高まったことがあげら

れる。本アプローチでは言語学習は習慣の形成ではなく規則の習得と考え

られる。

この時期、発音指導は軽視または完全に指導の対象から外される傾向に

あった。その背景には Critical Period関連の研究（Lennerberg, 1967, Scovel,

1969など）の高まりがある。臨界期仮説（Critical Period Hypothesis）によ

ると脳が発達するに伴って母語話者のような言語能力の習得が可能かどう

かを分ける境界（critical period）が存在し、その境界線を越えてから学習

を開始した場合、母語話者のような言語能力を身に付けることは不可能と

される。臨界期仮説に関しては言語の領域によるという研究（Walsh &

Diller, 1978など）も多く報告されているが、音韻体系の習得に関しては

臨界期の存在を主張する研究が多い（Asher & Garcia, 1969など）。その結

果、ある一定の年齢以上の学習者には発音は教えることができないもしく

は非常に難しいと考えられ、学習可能と考えられる文法や語彙の指導・習

得に重点が置かれた。

近年では、境界（critical period）を越えてから学習を開始した場合でも、

動機付け、言語適性、学習環境次第では母語話者のような発音を習得でき

る可能性があるとされている（今仲、2014）。


 1980年代以降

1980年代に入ると発音指導の必要性と重要性が再び唱えられるように

なった（Celce-Murcia et al., 1996）。その背景の�つにはコミュニカティ

ブ・アプローチ（communicative approach）の台頭がある。このアプローチ

では口頭コミュニケーションに焦点が置かれる。そして発音が一定のレベ

ルに達していないと、どんなに文法や語彙が正確でも口頭でのコミュニ

ケーションが困難になる（Hinofotis & Bailey, 1980）として発音はコミュニ

ケーションに不可欠な要素として扱われる。発音目標は、コミュニケーシ
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ョンが主目的であるなら母語話者のような発音を目指すことは必ずしも学

習者の望みを反映しているとは言い難く、また可能であっても時間がかか

る(Field, 2005)とされ、intelligibility principleが主流となった。

2-3. 国際語としての英語と intelligibility

nativeness principleが優勢だった頃の研究の中心は学習者の発音上のエ

ラー（i.e. 英語母語話者の発音と違う箇所）を分析・分類し、エラーの原

因の解明および回避策を考案することにあった。しかし intelligibility prin-

ciple へと移行するにつれ、母語話者の発音にいかに似せるかではなく、

聞き手がどれほど聞き取れるか、理解できるかなど研究の焦点は聞き手に

も広がりを見せている。英語の国際化に伴い、誰に対する intelligibilityを

目指すのか、適切な設定が必要である。

上述したように、近年英語非母語話者による英語の使用が増えており、

多くの英語学習者にとって英語を使ってコミュニケーションを取る相手は

英語非母語話者である可能性が高い。そのため、国際語としての intelligi-

bility principleでは、英語母語話者に対する intelligibilityだけでは不十分で

あり、共通の母語を有しない英語非母語話者に対する intelligibilityも目標

に含むことを考慮すべきである（Jenkins, 1998）。

3. intelligibilityの概念

Jenkins (2000)や Issacs (2008)が指摘しているように、intelligibilityの定義

はまだ確立されておらず、そのため研究者によって定義や用語の使い方に

違いが見られる。表 2に先行研究における intelligibilityおよび関連する概

念の定義をまとめた。Catford （1950）、Smith and Nelson （1985）、Field

（2003）では、intelligibilityは発話における単語や文レベルの要素の認識を

意味しているが、Bamgbose（1998）の定義では、さらに「意味が分かるこ

142



143

Sm
it
h
an
d
N
el
so
n

(
1
9
8
5
)

N
/
A

話
者
の
意
図
に
対
す

る
聞
き
手
の
理
解

ef
fe
ct
iv
en
es
s

表
現
を
認
識
し
、
そ
の
意

味
を
理
解
し
、
話
さ
れ
た

社
会
状
況
下
で
そ
の
意
味

が
何
を
表
す
の
か
を
理
解

す
る
こ
と
(
p
.
1
1
)

B
am
gb
os
e
(
1
9
9
8
)

N
/
A

話
者
の
言
っ
た
単
語

に
対
す
る
聞
き
手
の

理
解

in
te
ll
ig
ib
il
it
y

C
at
fo
rd
(
1
9
5
0
)

話
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、

語
彙
の
適
切
さ
、
構
文
の

適
切
さ
や
正
確
さ
、
語
用

の
精
度
や
基
本
的
な
発
音

項
目
が
習
得
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
ど
の
く
ら
い
理
解

さ
れ
る
か
(
p
.
3
5
)

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
内
容
が
ど

の
く
ら
い
認
識
さ
れ
る
か

(
p
.
3
5
)F
ie
ld
(
2
0
0
3
)

N
/
A

N
/
A

単
語
お
よ
び
発
話
の

裏
の
意
味
(
p
.
3
3
4
)

N
/
A

N
/
A

in
te
rp
re
ta
b
il
it
y

in
te
lli
gi
bi
lit
y
よ
り
は

る
か
に
多
く
の
こ
と

が
関
係
す
る
(p
.

37
1)

N
/
A

自
然
な
速
さ
で
話
さ

れ
た
も
し
く
は
読
ま

れ
た
文
中
の
単
語
を

理
解
す
る
能
力
(
p
.

3
7
1
)

Sm
it
h
an
d
R
af
iq
za
d

(
1
9
7
9
)

単
語
お
よ
び
発
話
の

意
味
(
p
.
3
3
4
)

N
/
A

単
語
お
よ
び
発
話
の

認
識
(
p
.
3
3
4
)

N
/
A

co
m
p
re
h
en
si
b
il
it
y

表
2
先
行
研
究
に
お
け
る
用
語
の
定
義

C
at
fo
rd
(
1
9
5
0
)
、
Sm
it
h
&
R
af
iq
za
d
(
1
9
7
9
)
、
Sm
it
h
&
N
el
so
n
(
1
9
8
5
)
、
B
am
gb
os
e(
1
9
9
8
)
、
F
ie
ld
(
2
0
0
3
)
よ
り
作
成
［
筆
者
訳
］



と」、「その社会文化状況における意味を理解すること」も含めて intelligi-

bility としている。これは Smith and Nelson （1985）の枠組みにおける、

intelligibility、comprehensibility、interpretabilityの 3概念が合わさったものに

等しい。Kachru and Smith （2008）では電話での会話を例に用いて、これ

らの概念を以下のように説明している。電話が鳴り、「Is Sean there?」と尋

ねられた際、「Yes, he is」という答えでは、intelligibility と comprehensibility

は高いと考えられる。しかし電話の相手の「Seanと話したい」という意

図が理解できていないと考えられるため、interpretabilityは低くなる。in-

terpretabilityの高い返答の例として「One moment please」をあげている。

Gass and Varonis (1984)が指摘しているように、comprehensibilityには発

音以外にも文法などいくつかの要素が影響する可能性があり、interpret-

abilityには社会文化状況に関する知識が必要になる。つまり、これら�つ

は純粋に発音だけによって達成できるものではない。発音指導を行う際に

は、これら�つの概念を区別して考えることが必要と思われる。

4. 日本における発音モデルの変遷

ここでは 1950年以降の日本の中等教育における発音モデルの変遷を追

い、使用されていた発音モデルを概観する。その際の資料として、昭和

33年改訂版（初めて「試案」という言葉がなくなった学習指導要領）以

降の、中学校学習指導要領および高等学校学習指導要領の「言語材料」の

記述内容を用いる。

表 3は昭和 33年版から平成 29年版までの計 7版の中学校の学習指導要領

における言語材料の発音に関する記述内容を抜粋したものである。

昭和 33年改訂版および昭和 44年告示版での言語材料は「現代のイギリ

スまたはアメリカの標準的な発音」とされている。つまり、この時代の授

業で使用されていた言語材料は「イギリス」または「アメリカ」と地域が
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限定された英語母語話者の発音であったと考えられる。その後、昭和 52

年告示版以降の 5版では地域を特定する部分が消え、「現代の標準的な発

音」へとモデルが変更した。「現代の標準的な発音」について、平成 29年

告示版中学校学習指導要領解説では以下のように説明している。

英語は世界中で広く日常的なコミュニケーションの手段として使用さ

れ、その使われ方も様々であり、発音や用法などの多様性に富んだ言

語である。その多様性に富んだ現代の英語の発音の中で、特定の地域

やグループの人々の発音に偏ったり、口語的過ぎたりしない、いわゆ

る標準的な発音を指導するものとし、多様な人々とのコミュニケーシ

ョンが可能となる発音を身に付けさせることを示している。（30頁）

次に高等学校学習指導要領に記載されている言語材料を表 4にまとめ

る。「発音」という単語は見つからないが、言語材料の項目の「現代の標

準的英語」は、文法や語彙だけではなく音声面に関しても当てはまると考

える。

昭和 35年告示版から平成 29年告示版までの�版全てで、言語材料は

「現代の標準的な英語」とされている。また平成 11年告示版以降の 3版に
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は、「ただし、様々な英語が国際的に広くコミュニケーションの手段とし

て使われている実態にも配慮すること。」と英語の多様性を認識している

旨が書き加えられている。これらについて平成 29年告示版高等学校学習

指導要領解説では次のように説明している。

「現代の標準的な英語」とは、現在国際的に広く日常的なコミュニ

ケーションの手段として通用している英語を意味しており、特定の地

域や集団においてしか通用していない方言などに偏らない英語のこと

である。 一方、「様々な英語が国際的に広くコミュニケーションの手

段として使われている実態にも配慮する」とは、現代の英語は、世界

で広くコミュニケーションの手段として使われている実態があり、語

彙、綴り、発音、文法などに多様性があるということに気付かせる指

導を行うということである。 (131頁)

中学校学習指導要領および高等学校学習指導要領の両方において、国際

的な言語としての英語の地位を認め、英語の多様性を認識している旨が確

認できる。しかし、その多様性が ENL（English as a native language）の範疇

におけるものなのか、それとも ESLや EFLの多様性も含むのかは不明で
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表 4 高等学校学習指導要領の言語材料の記述内容



ある。このことについて、竹村（1996）では授業で使用される「標準的な

英語」はイギリスの標準英語または一般アメリカ英語を差しているとし、

伊東（2009）では、アジアにおける「現代の標準的な発音」は一般アメリ

カ英語を差すと述べている。

5. お わ り に

英語の国際語化や多様化、発音指導の目標の変遷に伴い、英語学習者の

多くにとって、多様な母語訛りを有する相手と英語を通してコミュニケー

ションを取る可能性が高まっている。そのような多様な英語に対し肯定的

かつ寛容的な態度を育むこともこれからの発音指導の課題としてあげられ

るのではないだろうか。多様性に富んだモデルは学習者を混乱させるとい

う意見がある。しかし、EFLの環境にある学習者に対し英語母語話者のモ

デルのみを授業内で示せば、それを唯一のモデルとして学習者が捉えてし

まう危険性があり、そこからの逸脱を「エラー」と感じ、外国語訛りのあ

る発音に対し否定的な印象を抱いてしまう可能性があるのではないだろう

か。多様な英語を効果的に授業に導入する方法の考察が必要ではないだろ

うか。
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